
128129

出典：『タイムトラベル中大125:1885→2010』第2版。一部修正を施している場合があります。

束
脩
・
月
謝
か
ら
学
費
へ

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
八
月
、
本
学
は
校
名
を
東
京
法

学
院
大
学
へ
と
改
称
し
、
学
科
課
程
の
全
面
的
変
更
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
翌
々
年
二
月
に
は
あ
ら
た
め
て
中
央
大
学
へ
と
校
名

を
変
更
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
改
正
は
、
同
年
三
月
に
公
布
さ
れ

た
専
門
学
校
令
に
準
拠
す
る
た
め
の
学
則
改
正
で
あ
っ
た
。

　

東
京
法
学
院
大
学
の
学
則
を
み
る
と
、
新
し
い
学
科
課
程
は
本

科
・
専
門
科
・
予
科
・
研
究
科
に
区
分
さ
れ
、
予
科
は
中
学
校
卒

業
者
と
同
等
資
格
を
持
つ
十
七
歳
以
上
の
男
子
が
入
学
す
る
一
年

半
の
予
備
教
育
課
程
、
本
科
は
予
科
卒
業
生
お
よ
び
中
学
校
卒
業

者
同
等
以
上
の
男
子
（
十
八
歳
以
上
）
が
学
ぶ
三
年
間
の
専
門
教

育
課
程
、
専
門
科
は
十
七
歳
以
上
男
子
を
対
象
と
す
る
三
年
間
の

専
門
教
育
課
程
で
あ
る
が
、
予
科
の
入
学
資
格
と
同
等
の
資
格
を

持
つ
正
科
生
と
入
学
資
格
を
問
わ
な
い
別
科
生
に
区
分
さ
れ
て
い

た
。

　

そ
し
て
、
研
究
科
は
本
科
・
専
門
科
の
卒
業
生
が
英
語
・
ド
イ

ツ
語
を
も
っ
て
法
学
を
研
究
す
る
た
め
の
課
程
で
、
在
学
年
限
は

一
年
以
上
三
年
以
下
と
さ
れ
て
い
た
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う

に
、
予
科
・
本
科
を
中
核
と
す
る
新
教
育
課
程
は
、
予
科
・
学
部

か
ら
な
る
大
学
の
そ
れ
と
同
等
の
編
成
を
見
せ
て
お
り
、
校
名
に

も
ま
た
「
大
学
」
と
い
う
呼
称
が
公
然
と
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

制
度
上
は
専
門
学
校
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、「
大
学
」

の
名
称
と
教
育
課
程
を
も
つ
諸
学
校
が
誕
生
す
る
背
景
に
は
、「
大

学
」
昇
格
を
強
く
求
め
る
私
学
側
と
あ
く
ま
で
も
東
京
帝
国
大

学
・
京
都
帝
国
大
学
以
外
の
「
大
学
」
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
政

府
と
の
対
立
と
妥
協
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
改
正
は

ま
た
、
私
学
の
学
校
経
営
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化
を
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

東
京
法
学
院
大
学
の
学
費
を
例
に
と
る
と
、
同
校
の
本
科
に
入

学
す
る
た
め
に
は
入
学
料
と
し
て
金
二
円
、
授
業
料
と
し
て
一
学

年
二
五
円
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
金
額
は
、

帝
国
大
学
の
学
費
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
学
費
が
創
立
以
来
一
〇
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東
京
法
学
院
大
学
の
学
費

年
余
り
入
学
金
一
円
・
授
業
料
一
一
円
、
そ
の
後
値
上
げ
さ
れ
と

は
い
え
〇
二
年
八
月
段
階
で
入
学
金
二
円
・
授
業
料
一
六
円
五
〇

銭
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
幅
な
値
上
げ
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
予
科
の
学
費
は
入
学
金
二
円
・
授
業
料

二
六
円
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
専
門
科
の
学
費
に
つ
い
て
は
本
科
よ
り
若
干
低
く
設

定
さ
れ
て
お
り
、
入
学
金
二
円
・
授
業
料
二
〇
円
と
さ
れ
て
い
る

が
、
定
員
に
つ
い
て
は
逆
に
本
科
六
〇
〇
人
に
対
し
て
専
門
科

一
、〇
〇
〇
人
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
入
学
条
件
の
緩
和
さ
れ
た

専
門
科
生
徒
の
増
加
傾
向
は
他
の
私
立
「
大
学
」
も
ほ
ぼ
同
様
で

あ
り
、
一
八
九
九
年
の
私
立
学
校
令
施
行
以
来
、
監
督
官
庁
の
強

い
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
社
団
法
人
組
織
（
私
立
学
校
設
立
母

体
）
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、「
大
学
」
名
称
を
も
つ
私
学
の
経
営
は
、
大

学
と
同
等
の
教
育
と
学
費
を
特
徴
と
す
る
本
科
（
学
部
）
課
程
と

従
来
の
教
育
を
継
承
し
つ
つ
経
営
安
定
の
課
題
を
担
う
専
門
科

（
専
門
部
）
課
程
と
に
分
化
し
、
専
門
学
校
中
央
大
学
が
経
済
学

科
（
一
九
〇
五
年
）・
商
業
学
科
（
〇
九
年
）
を
増
設
し
な
が
ら

大
学
へ
と
昇
格
（
二
〇
年
）
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
各
私
学
と
も

前
者
を
大
学
令
に
準
拠
し
た
大
学
へ
と
転
身
さ
せ
て
い
く
の
で
あ

る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
東
京
法
学
院
大
学
発
足
時
に
お
け
る
学
科
課

程
の
改
正
と
学
費
の
大
幅
値
上
げ
は
、
大
学
令
に
準
拠
し
た
大
学

と
専
門
学
校
令
に
準
拠
し
た
専
門
部
が
共
存
す
る
と
い
う
戦
前
期

私
立
大
学
の
特
徴
を
生
み
出
す
起
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
帝
国
大

学
と
同
等
の
法
学
教
育
を
安
い
学
費
で
提
供
し
続
け
て
き
た
東
京

法
学
院
時
代
の
終
り
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。
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